　　　年　　　月　　　日
東海国立大学機構情報連携統括本部長　殿
　　　　　　　　所属長　　役職
　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　〔公印省略〕

【東海国立大学機構】テスト用機構統合認証サービス利用申請書
東海国立大学機構統合認証サービス利用内規に基づき，下記の通り申請いたします。
　利用に際しては，利用内規を遵守し，個人情報の保護を徹底する他，利用に当たって問題が生じた場合には貴本部に速やかに報告いたします。
記

1. 利用期間：登録日～西暦　　年　月　日まで(最長年度末まで)
（登録には1～10営業日程度要することを想定してください）
2. テスト用機構統合認証サービスを利用して提供するサービスの名称及び概要

	サービスの名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
概要：



3. 責任者
責任者は東海国立大学機構統合認証サービス利用内規，および「本申請内容」を熟知しているものとする。また次の内容について承諾するものとする。
〇提供される統合認証個人情報の利用は，申請されたサーバおよび当該サービスの提供に必要なコンピュータにおいてのみである。
〇情報セキュリティ監査に対応可能である。
1 氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3 連絡先 電話番号 　　　　　　　　　　　　 E-mail  　　　　　　　　　　　　　　　　　     
4. 担当者
担当者は，申請したサービスについて情報連携統括本部からの問い合わせに対応可能であること。
1 氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3 連絡先 電話番号 　　　　　　　　　　　　 E-mail  　　　　　　　　　　　　　　　　　     　
5. サービスの問い合わせ先
サービスの問い合わせ先は，エンドユーザーからの問い合わせに対応可能であること。
1 担当者または担当部署　　　　　　　　　　　　　　　　              　　　　　
2 電話番号 　　　　　　　　　　　　 E-mail  　　　　　　　　　　　　　　　　   （どちらか必須）
3 上記問い合わせ先が，自サービスの画面に   □記載がある，または記載予定である ／ □記載しない
「記載しない」を選択の場合は理由をご記入ください。　※本申請が承認されない場合があります
（記入例：テスト運用のため公開されないシステム）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
6. サービス情報
アクセス公開範囲： 学内・学外・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


サービスのURL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
サービスを稼働するサーバの情報
IPアドレス　　　　　　　　　　    --- 対応するホスト名　　　　　　　　              　　　　　　
IPアドレス　　　　　　　　　　    --- 対応するホスト名　　　　　　　    　　          　　　　　
IPアドレス　　　　　　　　　　    --- 対応するホスト名　　　　　　              　　　　　　　　

サービス提供設備・ネットワーク接続の概略図

（設置場所，製品名，OS名など分かる範囲で併記してください）

機構統合認証サービス利用チェックリスト
項目ごとに該当する□を☑に置き換えてください
・東海国立大学機構統合認証サービス利用内規について
□責任者は東海国立大学機構統合認証サービス利用内規，および「本申請内容」を熟知している
□その他(       )

・サービス管理について
□サービスは自身/自部局で完全に管理可能な状態にある
□サービスは機構外の関係者によって管理されている
□その他(       ) 

・サーバ管理について

□サーバは自身/自部局で完全に管理可能な状態にある
□サーバは機構外の関係者によって管理されている
□その他(       ) 
・サーバ物理所在地について

□サーバは機構内に設置されている
□サーバは国内に設置されている
□サーバは国外(国名:_     __)に設置されている 
・個人情報データ管理について

□データはすべて東海国立大学機構個人情報保護規程に基づき厳密に管理されている
□その他(       ) 
・個人情報データ利用範囲について

□データはすべて完全に機構内および機構内関係者のみによって扱われる
□データは機構外の関係者にも扱われる(第三者提供にあたらないもの)

□東海国立大学機構個人情報保護規程に基づく第三者提供を行う
□その他(       ) 
以下の項目は機構外関係者が存在する場合に回答してください
・機構外の関係者名（複数記載可）
 　　　　　　　　　　　　　(例:○○株式会社)
・契約について

□機構外関係者とは( 保守運用契約 / 業務委託契約 / 守秘義務契約 / その他(  ) )など必要な契約を正しく結んでいる。
□その他(       ) 
・関係者の管理について
　□コントロール(ベンダーコントロール)が可能な状態にある

□その他(       ) 
以下の項目は、機構統合認証から得て保存した個人情報リストを、本人以外の人が参照可能な形で扱う場合回答してください
(各システムでユーザを検索して情報を表示する機能があるなどについて、「保存した個人情報を参照する人」が特定できない場合、教職員のユーザ名とユーザIDを表示/検索できるなど、機構teamsでできることであれば問題ありませんので、ここに記載は必要ありません。
もし、それ以上のユーザ情報の表示機能や、ユーザ一覧機能を持っているということで、それが「保存した個人情報リストを、本人以外の人が参照可能な形で扱う場合」にあたるかどうか不明ということであれば、法務部までご確認の上、このページに法務部から得られた回答をご記載ください。)

・保存した個人情報を参照する人(複数記載可)

所属および役職名                　　   名前              

(所属および役職名                　　   名前             )二人以上いる場合行を追加してください
・該当の個人情報を扱う権限について
(例:東海国立大学機構個人情報保護規程「第2章 個人情報の保護体制」に基づく保護管理者や保護担当者の○○から信任を得た、など)(メモ:機構の個人情報利用に関するセキュリティクリアランス規定として)

記載欄                                      

・個人情報を閲覧可能な人を、上に記載の人に限定する対策について
(対策の例:データを扱うパソコンにはパスワードを設定している。
    パスワードをデスクに張り付けて置いたり、画面を開いたまま席を離れたりしていない。
    データの共有は各関係者に個人情報管理におけるセキュリティを周知の上、ファイルのパスワード設定やNSSSなどを用いたセキュアな共有を行う。など)

 □対策を行う
 □対策を行わない
テスト用機構統合認証サービス-IdP

7. テスト用機構IdPの利用
利用する ／　利用しない
IdPの利用を行う場合，SPのメタデータの登録が必要です。
次のフォームから，メタデータをIdP管理者にお送りください。
https://forms.office.com/r/qEfjhJWstn
8. テスト用機構IdPから取得する属性
	属性名
	取得後の
保存
	備考

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


機構IdPで利用できる属性は下記URLの「機構統合認証サービス利用マニュアル」を参照してください。

https://icts.nagoya-u.ac.jp/ja/services/thers/thers-auth/thers-auth-service.html
テスト用機構統合認証サービス-LDAP

9. テスト用機構LDAPの利用
利用する ／　利用しない

10. 機構LDAPに接続するサーバのグローバルIPアドレス
　　　　　　　　　　　（複数記載可）
11. テスト用機構LDAPから取得する属性
	属性名
	取得後の
保存
	備考

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


機構LDAPで利用できる属性は下記URLの「【別紙】LDAPスキーマ定義_機構統合LDAP」を参照してください。

https://icts.nagoya-u.ac.jp/ja/services/thers/thers-auth/thers-auth-service.html
注意:性別，生年月日，教職員戸籍氏名，学生氏名履歴は，基本的にSPへ提供されません。
必要な場合は、相応の理由を記載してください。
―――――――――――――――――――――――管理者記入欄―――――――――――――――――――――

BIND ID
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
受付日
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
作業日
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
属性の保存を行う場合、理由と利用目的:�





LDAPを利用する場合、理由と利用目的:�





情報の保存を行う場合、理由と利用目的:�








